
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

使使用済み核燃料中間貯蔵施設を運営する「リサ

イクル燃料貯蔵㈱」が３月 27 日、青森県庁やむ

つ市役所を訪れ、2024 年度から 3年分の貯蔵計

画を示しました。これによると事業開始時期を今

年 7～9 月とし、使用済み核燃料容器を年度内に

１基、翌年度に２基、翌々年度に５基の計8基を

新潟県柏崎刈羽原子力発電所から運び入れるとの

ことです。 

再処理事業は絶望的で行く先を持たないまま、

この地に使用済み核燃料を搬入することは取りも

直さず永久的に貯蔵されることとなることは必至

です。また、この事業がスタートすることは全国

の老朽化原発の再稼働に油を注ぐことになり、原

発事故のリスクを一層大きなものとすることにつ

ながります。 

今こそ声を張り上げ搬入反対を叫びましょう！ 

【むつ中間貯蔵・使用済み核燃料搬入反対現地実行委員会】 

むつ中間貯蔵施設への使用済み核燃料搬入を許さないために 

使用済み核燃料搬入反対現地集会 

2024 年５月19 日（日）午後１時 

於：むつ来さまい館イベントホール 

 中間貯蔵施設と最終貯蔵施設は同じこと！

行き先のない核のゴミ捨て場です！ 

1 基でも搬入されれば下北核廃棄物最終貯蔵のはじまりです！ 

 



【集会プログラム】 

司会：佐々木 まき子 
（現地実行委員会事務局） 

■主催者代表あいさつ 

使用済み核燃料搬入反対現地実行委員会 …………… 実行委員長 中 嶋 寿 樹 
 
■基調提起  

使用済み核燃料搬入反対現地実行委員会 …………… 事 務 局 長 栗 橋 伸 夫 
 
■連帯のあいさつ 

  核のゴミから未来を守る青森県民の会 ……………… 共 同 代 表 古 村 一 雄 

  核燃サイクル阻止 1 万人訴訟原告団 ………………… 事 務 局 長 山 田 清 彦 

  柏崎刈羽市民ネットワーク …………………………… 代   表 星 野 幸 彦 

(柏崎市議会議員) 

  柏崎刈羽原発反対地元三団体 ………………………… 代   表 武 本 和 幸 

(刈羽村議会議員) 

  社会民主党青森県連合 ………………………………… 代   表 今 村  修  

  日本共産党青森県委員会 ……………………………… 青森県議団長 安 藤 はるみ 

  立憲民主党むつ下北支部 ……………………………… 代   表 杉 浦 弘 樹 
 
■集会宣言 
 
■閉会あいさつ 

使用済み核燃料搬入反対現地実行委員会 …………… 副実行委員長  櫛 部 孝 行 
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中間貯蔵後の使用済み核燃料の搬出先はどこにもありません 

 かつて事業者は住民説明会で保管期間終了後の使用済み核燃料は新設する「第２再処理工場」へ搬出すると述

べていましたが、今や「第２再処理工場」はその構想すら政府のどの部署にも存在しません。もはや六ヶ所再処

理工場完工すらおぼつかない中で膨大な費用を投入して第 2 工場を作ることはあり得ません。 

 すでに中間貯蔵施設の大前提であるはずの「核燃料サイクル計画」は破綻しています。 

 青森県議会では当局答弁で「海外搬出もありうるのではないか」など 

と迷走発言も飛び出しています。こうした状況でむつ中間貯蔵施設が使 

用済み核燃料を受け入れるならば、行く宛てのない「核のゴミ」を永久 

に私たちの故郷に放置することとなります。 

 子どもたちに美しいままの姿で故郷を残すことが私たち 

の責務ではないでしょうか。 



【基調提起のポイント】 

(1) むつ・下北地域が原子力半島となった経緯および中間貯蔵施設の概要 

① 原子力と地域の関り 

  ② 使用済み核燃料中間貯蔵施設について 

 

(2) 中間貯蔵施設の具体化と反対運動の経過 

① 施設誘致の経緯 

② 反対行動の立ち上げ 

③ 闘いの現状 

 ④ 自治体、事業者の動き 

 

(3) 県民、市民に訴え続けている中間貯蔵施設の問題点 

 ① 本施設が最終貯蔵施設へ変貌する危険性 

② この施設が使用済み核燃料貯蔵の全電力会社の共同利用施設として運用される危険性 

③ 林立する各種軍事施設と隣り合わせの原子力関連施設が持つリスク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収納キャスクのイメージ 

むつ中間貯蔵施設内部写真 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3/28 東奥日報 

※実際は搬入月など

により、これより少

なく、むつ市では最

大 7,400 万円として

います。 

 

これだけの金額で故郷は核のゴミ捨て場にな
るのでしようか! 
 むつ市が今回の搬入計画で見込まれる核燃料税を３年

間で最大 7400 万円としています。年間予算規模 400 億

円のむつ市にとってどれくらいの恩恵なのでしょうか。 

ちなみに 2020 年１月には宮下前市長は５年で 93 億

円強という数値で市民に空虚なバラ色構想を提起、そし

て「希望のまちづくり・市民のつどい」なるイベントで

この大風呂敷を広げていたことは記憶に新しいところで

す。しかし、この大風呂敷は２年後にはいとも簡単に自

らたたんでしまいました。 

中間貯蔵施設稼働後、地域における経済メリットはこ

の「核燃新税」のみであり、他の経済効果のないことは

むつ市も事業者も認めています。わすかこれだけの金額

で後戻りできないことになるのでしょうか。 

 

3/28 デーリー東北 

マスコミも搬出先に

懸念を示しています 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

むつ中間貯蔵施設審査実質終了の際の更田委員長の発言 2020/9/3 デーリー東北  

3/9 東奥日報 



【搬出元とされる東京電力・柏崎刈羽原子力発電所って】 
新潟県柏崎市と刈羽村にまたが

る東京電力の原発です。東京ドー

ム 90 個分に相当する敷地内に 1

～7 号機の七つの原子炉が並び、

電気出力は計 821 万 2 千キロワッ

トで、世界最大級の規模で、作っ

た電気は首都圏に供給されていま

す。福島第一原発の事故を受け、

運転停止中です。 

 再稼働の準備が進んでいるのは

6、7号機で規制委員会は2017年、

6、7 号機が規制基準に適合する

ことを認めています。1～5 号機

は再稼働に向けた審査の申請がな

されていません。ただ、集中立地

を懸念する地元・柏崎市からの要

請を受け、東電は 19 年に 6、7 号

機を再稼働する代わり、それから

5 年以内に 1～5 基のうち最低 1

基の廃炉を検討する方針を示して

います。 

 柏崎刈羽原発で最も古い 1 号機

は、25 年 9 月に運転開始 40 年を

迎えます。今後、古い原子炉の扱

いも大きな課題となっています。 

 また、柏崎刈羽原発では 21 年

にテロ対策の不備が相次いで発覚、

東電社員が他人の ID カードを使

って原発の心臓部である「中央制

御室」に入っていたほか、侵入者

の検知設備が 10 カ所で 30 日以上

にわたって機能していなかったこ

とが明らかになりました。こうし

た一連の不祥事に原子力規制委員

会は 21 年 4 月、柏崎刈羽原発に

核燃料の移動を禁じる是正措置命

令を発出（昨年 12 月末解除）。 

他にも原子炉格納容器内のひび

割れなどについての自主点検記録

を偽造する「トラブル隠し」が問

題になりました。同様の問題は福

島第一原発、福島第二原発でも明

らかになり、東電の安全に対する

姿勢が問われています。 

 07 年の中越沖地震では想定を

超える揺れに襲われて、3 号機の

変圧器で火災が発生した。6 号機

の使用済み燃料プールから放射性

物質を含む水が漏れて海に流れる

トラブルもありました。地震後に

運転を停止した全 7 基のうち 4 基

は一時運転を再開しましたが、2

～4 号機は再開のめどが立たず 16

年間運転していない状態だ。不祥

事のたびに再発防止策をとるのに、

また大きな問題を起こす東電の体

質といえます。 

 そして本年１月の能登半島地震

により、住民の再稼働に対する不

安や避難問題などであらためてそ

のリスクが突き付けられています。

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《柏崎刈羽原発を巡る経過》 

https://www.asahi.com/topics/word/%E6%9F%8F%E5%B4%8E%E5%B8%82.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E5%88%88%E7%BE%BD%E6%9D%91.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E3%83%89%E3%83%BC%E3%83%A0.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E3%83%89%E3%83%BC%E3%83%A0.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E5%8E%9F%E5%AD%90%E7%82%89.html
http://www.asahi.com/special/energy/
https://www.asahi.com/topics/word/%E5%BB%83%E7%82%89.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E6%A0%B8%E7%87%83%E6%96%99.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E6%A0%BC%E7%B4%8D%E5%AE%B9%E5%99%A8.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E7%A6%8F%E5%B3%B6%E7%AC%AC%E4%BA%8C%E5%8E%9F%E7%99%BA.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E4%B8%AD%E8%B6%8A%E6%B2%96%E5%9C%B0%E9%9C%87.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E5%A4%89%E5%9C%A7%E5%99%A8.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E4%BD%BF%E7%94%A8%E6%B8%88%E3%81%BF%E7%87%83%E6%96%99.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E6%94%BE%E5%B0%84%E6%80%A7%E7%89%A9%E8%B3%AA.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E6%94%BE%E5%B0%84%E6%80%A7%E7%89%A9%E8%B3%AA.html


 

  

 

全国から本集会について連帯、激励のメッセージが届いています 
 

 

 

 

 

 

 

若狭・小浜からのメッセージ 

原発設置反対小浜市民の会（世話人代表）中嶌哲演 

「使用済み核燃料搬入反対現地集会」に結集された

みなさんに、心から連帯の挨拶を送ります。 

わたしたち小浜市民は、1970、80 年代に関西電力

による小浜原発の設置計画を３度阻止してきました。

また2000 年代に入ってから２度、同社の使用済み核

燃料中間貯蔵施設の設置計画も有権者過半数の署名

や市長選挙などで阻止してまいりました。その中間貯

蔵施設の反対運動に県外から寄せられた市民の方々

の声をぜひ紹介しておきましょう。（2004 年４月「は

とぽっぽ通信」第141号より） 

 ・青森県むつ市のⅠさんから―「中間貯蔵施設」

誘致の請願を採択しないで下さい。ひとたび受け入れ

たら「核のゴミ捨て場」となってしまうでしょう。使

用済み核燃料は、全国すべての人たちの問題です。一

地域が引き受けるべきものではありません。増え続け

る「ゴミ」を断つには原発を止めなくてはなりません。

誘致することなく原発運転を中止にして、根本的な解

決を目指してください。 

 ・・阪府豊中中市のKさんから―使用済み（核燃料）

が、ひとたび運び込まれたら、それを振り出しに戻し

て撤去させることは非常に困難になるでしょう。核の

ごみは全国で受け入れを拒否されています。是非皆様

で「使用済み核燃料」がどのようなものであるかを検

証して下さいませ。 

 ・・庫県県崎市市のSさんから―本来、この中間貯

蔵施設建設問題は、生産者である関西電力が責任をも

ち対処すべき事柄であり、又、電力受益者負担の原則

からみまして阪都市部に集中する阪企業、私ども阪都

市消費者の問題であります。 

 すでにこのように本質的な指摘が行われていま

したが、原子力資料情報室が出された最新のパンフレ

ットの末尾「犠牲のシステム」の一節を紹介します。 

―「導入時から原発は危険施設だということが分か

っていたので、人口の少ない地域に建設されてきまし

た。そこで発電した電力を都市部におくり続けてきた

のです。原発が身近にない都市の市民こそ、向き合わ

なければならない現実です。」この延長上に、使用済み

核燃料とその貯蔵の押し付け問題があります。 

 最後に、冒頭に述べた中間貯蔵施設を阻止した際

の小浜市民の決意表明を、本日お集りのみなさんとも

共有いたしたく想います。 

 ―「核のゴミ誘致許さじ然（さ）はあれど他所（よ

そ）ならよきやと人の問うあり」 

（小浜市民の会世話人・松本浩さん）        

合掌

 

 

使用済み核燃料の発生源・原発の即時廃止を！ 

若狭の原発を考える会・木原壯林 

原発で核燃料を一定期間燃焼させると、新燃料と交

換せざるを得なくなり、使用済み核燃料が発生します。

使用済み核燃料は、発生直後には膨阪な放射線と熱を

発しますから、燃料プールに水冷保管して、放射線と

発熱の減少を待たなければなりません。そのプールが、

今、満杯になろうとしています。プールが満杯になれ

ば、原発を運転できなくなります。 

そのため、電力会社と政豊は、放射線量や発熱が減

少した燃料をプールから取り出し、乾式貯蔵に移して、

プールに空きを作ることに躍起です。 

なお、燃料プールは極めて脆弱です。空いたプール 

に発熱量や放射線量が膨阪な新しい使用済み核燃料

を入れ、そのプールが倒壊すれば、阪惨事に至ります。 

一方、電力会社と政豊は、乾式貯蔵に移した使用済

み核燃料を、青森などの中間貯蔵候補地に搬出しよう

としています。東電、関電などの原発電気を消費した

ことも、作ったこともない青森に、交付金をチラつか

せて、中間貯蔵を押付けることを許してはなりません。 

先ず、危険極まりなく、何万年も先の子孫にまで負

の遺産となる使用済み核燃料の発生源・原発を全廃し、

使用済み核燃料の処理・処分に関する広範な議論を巻

き起こしましょう！ 

・  

今、むつ中間貯蔵施設への使用済み核燃料の搬入開始は全国

の阪きな課題になっています。下北半島が「核のゴミ捨て場」

となることはもとより、このことが全国の老朽化原発の再稼働・

延命につながることに他なりません。 

多くの脱原発住民団体から連帯のメッセージが届きました。 

5 月 14日時点での到着分を掲載しました。 



 

  

 

連帯のメッセージ 

原発さよなら四国ネットワーク 井出久司 

あの震災による福島での過酷事故にも拘わらず自

民党政権は再び原発推進に舵を切った。そして事故の

当事者である東電は柏市刈羽原発の再稼働を目論み、

核燃料廃棄物をむつに向けて搬出しようとしている。

これは天人共に赦すべからざる暴挙に他ならず、断固

これを糾弾し反対する。 

そもそも青森県は原子力のゆりかごから墓場まで

ともいうべき様々な施設が存在する。カネと権力によ

って青森県民に強権的に押しつけている、例えようの

ない非倫理的な現状は南の沖縄に匹敵する差別に他

ならない！ この現実の打破に固い連帯と共闘の意

を表明する。 

また、核とあらゆる生命体は共存できない。真理に 

反する、全ての原発の再稼働に反対する。 

特に福島事故の当事者であり、事故の収束はおろか

未だ原因の究明も被災者の救済もできない東電に、再

び原子力を扱う資格も能力もないことは明らかであ

り、柏市刈羽原発の再稼働など論外、直ちに廃炉しか

ない。 

従って、全ての原発に反対する者、並びに全ての生

命の声なき声を背負い、核燃料廃棄物のむつへの搬入

反対、柏市刈羽原発の再稼働反対、全ての原発を廃炉

にせよ！ の声を挙げ、この集会に反する連帯、賛同

メッセージとする。共に核なき世界を勝ち取るまで闘

おう！ 

・  

 

「5.19 使用済み核燃料搬入反対現地集会」参加のみなさまへ 

函館・「下北」から核を考える会 阪場一雄 

当日は、函館市で「バイバイ阪間原発はこだてウォ

ーク」が予定されており、むつ市まで行くことができ

ません。申し訳ありません。 

使用済み核燃料の検査用キャスク１基の「むつ中間

貯蔵施設」への搬入が今年の７～９月に予定と報道さ

れていますが、１基目の搬入を許せばそのまま「最終

貯蔵施設」になりかねません。宮下青森県知事は３月

に「５０年先には（保管量が）ゼロになる」と発言し

ていますが、根拠も保証もありません。 

持ち出し先の目処は全くたっていないのです。 

中間貯蔵施設の建つむつ市関根浜は、津軽海峡をは

さんで函館市の対岸です。阪間原発と同様に、災害や

事故が起これば函館市にも被害が及ぶ可能性があり

ます。また、輸送の往来は、函館港への緊急入港も考

慮しなければならないと思います。事業者には、これ

からも函館市民や函館市への「住民説明会」を求めて

いきたいと思います。・  

 

 

「5.19 使用済み核燃料搬入反対現地集会」へのメッセージ 

東海第二原発の再稼働を止める会 披田信一郎 

東京電力と日本原電とで建設されていた「むつ中間

貯蔵施設」を稼働させる、この度の使用済み核燃料の

搬入に、青森県の皆さんに連帯して反対します。 

東京電力は、福島事故の反省もなく、柏市刈羽原発

の再稼働を強行させようとしていること自体、そして、

そのためであるとともに今後の原発維持・推進に向け

て、最終処分の方策も棚上げのまま、中間貯蔵という

名のごまかし政策で、新たな使用済み核燃料と言う

「核のゴミ」を作り続けていく悪魔の道へ踏み込もう

とすることであり、許すわけにはいきません。 

東海村での再処理施設 40 年の経験からも、六ケ所

再処理施設の稼働の危険性、そして使用済み核燃料、

再処理して分離される高レベル放射性廃液やガラス

固化体など、原発の稼働以上に問題を残すものだと考

えています。 

あらゆる形態での「核のゴミ」をこれ以上作らせず、

移動させず、青森に持ち込んで押し付けさせず、原発

の全面廃止に向けて、ともにたたかうことこそ、私た

ちの課題だと思います。共にたたかい抜きましょう。 

・  

 

 

 

 

 

関西電力が国内最古と 2番目に古い高浜原発 1、

2号機（福井県）を 2023 年７月以降それぞれ再稼

働させました。事故リスクの高い老朽原発への依存

がさらに進んでいます。中間貯蔵施設の稼働はこう

した原発の延命策に他なりません。 



 

  

 

東京電力は柏崎刈羽再稼働やめよ。青森へ使用済み核燃料送るな！ 

東京で東電本店へ唯一の行動＝毎月の合同行動が 128 回（11 年間） 

たんぽぽ舎 柳田眞、佐々木敏彦 

●東京電力は柏市刈羽原発の再稼働やめよ！ 青森

へ使用済み核燃料を送るな！ 

毎月１回（第１水曜）、東京千代田区の東京電力本店前

で、申し入れ書の手渡しと抗議行動をしている東電本

店合同抗議です。2013 年に行動を始めて、毎月第１

水曜日で今年５月で 11年間 128回です。 

1000 万人をこえる巨阪都市東京で、もっともっと

東電本店行動を実行する団体・グループ・人々がふえ

ていいと思う。私たちの行動も、3.11 のときには 400

名をこえるが、ふだんは60～80名だ。もっと参加し

てほしい。 

●私たちのスローガン 

・柏市刈羽原発の再稼働反対！ 

・青森へ使用済み核燃料を送るな！ 

・海に汚染水を流すな！ 

・日本原電へ2200億円の資金提供をやめよ。赤字

倒産したらどうする？ 

 

 

下北半島を「核のゴミ捨て場」にさせないために共に闘うアピール 

女川原発再稼働差止訴訟原告団 日野正美 

女川原発再稼働差止訴訟原告団から、「むつ中間貯

蔵施設」への使用済み核燃料搬入を許さないために日

夜ご奮闘している現地むつを始め、青森県民のみな様

に敬意を表し、下北半島を「核のゴミ捨て場」にさせ

ないために共に闘うアピールを送ります。 

私たちの再稼働差止訴訟は、東北電力を相手取り

「避難計画の実効性」に争点を絞っての裁判です。一

審の仙台地裁は、避難計画の実効性に踏み込まず「原

発事故が起きる具体的危険性の立証責任は原告側に

ある」として門前払いの判決でした。現在控訴審を闘

っていますが、仙台高裁は、「実効性について審理を行

う」として審理が進んでいますが、９月再稼働前の判

決を避けたい東北電力の引き延ばしで再稼働前判決

が厳しくなっています。 

再稼働を前にして東北電力は、「乾式貯蔵施設」を敷

地内に建設するとして規制委員会に申請しています。

２号機の使用済み核燃料プールを空け「乾式貯蔵施設」

に移し、再稼働に備えるためです。 

「核のゴミ」は、行き場がありません。「むつ中間貯

蔵施設」が「最終貯蔵施設」として押しつけられよう

としている様に、「乾式貯蔵施設」を認めることは、再

稼働を容認し、原発敷地内が永久に「核のゴミ捨て場」

にされることを認めることになります。 

施設建設には、「地元同意」が必要です。私たちは裁

判とともに立地自治体や宮城県に対して「同意する

な！」とする新たな取り組みを県内の皆さんとともに

始めようとしています。 

核のゴミ捨て場にさせないためには、全国の原発再

稼働を許さないことです。 

「5.19 使用済み核燃料搬入反対現地集会」の成功

を祈念します。搬入阻止に向け共に闘っていきましょ

う！ 

 

 

地震大国日本で原発の再稼働も中間貯蔵施設も許さない！ 

島根原発 2号機運転差止仮処分申立人 芦原康江 

1 月 1日に起きた能登半島地震は、改めて「地震

阪国」と言われる日本で原発を稼働させることに警

告を発したと強く感じます。それは、稼働させてし

まった後に発生する核のゴミの処分に対する阪きな

リスクが存在することも示しています。 

 核燃料サイクルの肝でもある再処理工場自体の

稼働すら見通せない状態の中、青森県むつ市の「使

用済み核燃料中間貯蔵施設」は 7月にも操業開始

し、柏市刈羽原発の使用済み核燃料の搬入が計画さ

れていると聞きます。このままでは「中間貯蔵」は

「永久貯蔵」になってしまいます。強引な操業開始 

に、島根からも強く抗議したいと思います。 

私たちの町の島根原発2号機の再稼働を進めよう 

としている中国電力は、8月再稼働を12月に延期す

ると、衆議院補欠選挙で自民が敗北した翌日、突如

として発表しました。産業界への利益誘導しか考え

なかった自民党政治に、有権者が下した結果が少し

でもブレーキになることを期待し、皆様と共に原発

再稼動も中間貯蔵施設操業も絶対に止めていきたい

と思います。 

住民の命や暮らしを無視する原子力政策にＮＯを

突きつけましょう。 

 

 



 

  

 

鹿児島からのメッセージ 

ストップ川内原発！3.11 鹿児島実行委員会 共同代表 向原祥隆 

5 月 19 日、使用済み核燃料搬入反対現地集会に参

加された皆さん、鹿児島からご挨拶申し上げます。川

内原発 1、2 号は、まもなく設計寿命の 40 年を迎え

ます。紛れもない老朽原発です。にもかかわらず、九

州電力と塩田康一県知事はさらに 20 年の延長を目指

しています。鹿児島の反原発は昨年、県民投票条例直

接請求署名を実施しました。地方自治法 74条に基づ

くこの署名運動は空前の広がりを見せ、法定数の2万

7000 筆を阪幅に上回る 4 万 6112 筆を達成しまし

た。県議会で否決されましたが、これが鹿児島県民の 

意思です。 

震度7を記録した能登半島地震では、志賀原発が運

転中であったら、そして2003年に白紙になった珠洲

原発が稼働していたなら、国の存亡を左右する阪惨事

となったでしょう。 

危険な原発を稼働させ、捨て場のない使用済み燃料

を増やすのは、人類の正義に反する行為です。原発の

延命を図るために中間貯蔵施設を稼働させるなどあ

ってはならない悪行だと言えるでしょう。共に闘いま

しょう。 

 

 

むつへの搬入反対！ これ以上核のゴミを増やすな 

                        みやぎ脱原発・風の会 舘脇章宏 

むつ中間貯蔵施設構想は核燃料サイクルの破綻の

象徴だと思いますが、ついに搬入計画が示されたこと

に怒りを感じます。女川原発では 1号機は廃炉が進み、

様々なレベルの核のゴミの処分をどうするかが課題

ですが、東北電力は全く説明していません。一方、再

稼働がこの 9 月に予定されている 2 号機では、使用

済み核燃料の乾式貯蔵計画が発表されました。東北電

力の説明では「再稼働から 4年程度で貯蔵容量の上限

に達することから、使用済燃料を発電所から搬出する

までの間、一時的に貯蔵する施設として」設置すると

しており、再処理工場の稼働がままならないなかで、

まさに原発稼働のための乾式貯蔵計画です。私たちは

9月の女川2号機再稼働とともに、この乾式貯蔵計画

にも反対し、女川原発を終わらせるためみなさんとと

もに取り組んでいきたいと思います。1000 人が参加

した3月 23 日仙台での全国集会に続き、7月 7日に

は現地女川で青木美希さんの講演とデモが予定され

ています。一方で阪市市では福島原発事故由来の放射

性汚染廃棄物の焼却をめぐって裁判がおこされ、6月

6日には控訴審判決が下されます。処理できない放射

性廃棄物を抱え込む原発を止めることは未来世代へ

の責任です。 

 

 

連帯メッセージ 

伊方から原発をなくす会 名出真一 

使用済み核燃料搬入反対現地集会にお集まりのみ

なさんに連帯のメッセージを送らせていただきます。 

今年 1 月に起こった能登半島地震は私達に原発建

設計画の杜撰さと、地震が起きた時には避難できない

という事をまざまざと見せつけました。 

伊方原発は日本で最も細長い佐田岬半島の付け根

にあり、事故が起きれば原発から先の5000 人の住民

は避難することはできません。また、急な斜面にへば

りつくようにある集落では、屋内退避など絵に描いた

餅にすらなりません。放射能に侵されるか、家屋に押

し潰されるかの死の選択が迫られます。四国電力は満

杯になろうとしている使用済み核燃料プールを空け

るために、2025 年から乾式貯蔵施設を稼働させよう

としています。当然のことながらプールを空けなけれ

ば原発を動かすことができなくなるからですが、名目

は六か所再処理工場に送るまでの中間貯蔵です。動く

目処もたっていない。動かせ膨阪な放射能を出す。そ

してその先の最終処分場については解決策がまった

く見えていない状況です。 

危険を指摘する多くの声には耳を貸さず、事故が起

これば想定外と開きなおる。その結果が東京福島第一

原発事故です。こんな事をいつまでも許すことはでき

ません。私達は搬出を阻止する事で青森の闘いと連帯

します。 

 

 

 

 

 

 

電事連はいまだ、むつ施設共用化を狙っています！ 

 青森県やむつ市は東京電力、日本原電以外からの搬入はあ

り得ないとしています。しかし、電事連会長はあらゆる場面

でこの施設の 2社以外の搬入をほのめかしています。今、喫

緊の課題は関西電力の核のゴミの搬出先なのです。 



 

  

 

むつへの連帯メッセージ 

核のごみキャンペーン関西・/・はんげんぱつ新聞編集長 末田一秀 

高浜原発の使用済み燃料プールがあと４年で満杯

になる関西電力は、長年原発計画を止めてきた山口

県上関で中国電力とともに中間貯蔵施設の調査に乗

り出したり、若狭の原発現地内で乾式貯蔵施設を計

画しながら敷地全体の貯蔵容量を増やさないなどと

見え透いた嘘をついたりしています。 

私たちは、中間貯蔵などの計画を止めれば、再稼

働してしまった原発が、文字通り「フン詰まり」で

停止すると、この間の取組みを行っています。中間

貯蔵は、核燃料サイクルの破綻を隠す、究極の問題

の先送り施策だと訴えてきました。貯蔵後に運び出

す先を誰一人具体的に説明することができないま

ま、中間貯蔵の計画を推し進めたり、むつで操業を

開始しようとしたりすることは無責任の極みです。 

私たちの主張こそ、正論であり、正義があり、世

代間倫理にかなったものです。そうであれば、敗け

るはずはありません。 

むつで操業中止を勝ち取り、関西の地では「フン

詰まり」に追い込んで原発停止を勝ち取れるよう、

共に頑張りましょう。 

 

 

  むつ中間貯蔵施設への使用済み核燃料搬入阻止現地集会へのメッセージ 

        志賀原発の廃炉を求める「命のネットワーク」 藤岡彰弘 

下北半島の地で果敢に使用済み核燃料の搬入阻止

に取り組む皆さんに、能登半島の原発廃炉を求める者

から連帯のメッセージを送ります。 

 先ごろの能登半島地震によって、原発と地震の被

害が合わされば、半島の住民には逃げ場が無くなり、

深刻な被曝を余儀なくされてしまうことが明らかに

なりました。政豊/電力会社はそれでも志賀原発を動

かすと嘯いています。 

 そして今、柏市原発再稼働をめぐる不安や不信が

高まり続ける中、とにかく下北半島へ使用済み核燃料

を持ち込む実例を作ってしまおうと、下北の人々の

「声」を踏みにじって突き進んでいます。半島はどん

詰まりの過疎地なのだから本気で住民の声など聴か

なくていい、切り捨てて当然だとでも言うのでしょう

か？とんでもない！ 

 広い海に向かって突き出た半島こそ、海を隔てた

諸地域との交流・交信を深めた歴史を築いてきたとこ

ろであり、未来を拓く可能性を持つところなのです。

半島に核を押し付け、人々の暮らしを切り捨てようと

する日本国政豊の露骨なまでに内向きな姿勢は、半島

で抗う者たちの果敢な取り組みによってきっとくじ

かれていく。細々とした運動を続けているだけの私た

ちですが、その思いだけは皆さんと通じていると思っ

ています。ともに前へ！進んでいきましょう。 

  

 

核廃棄物「増産」の即時中止が急務 

佐賀阪学名誉教授 中島耕一 

むつ現地集会にお集まりの皆さまに連帯のご挨拶

を送ります。使用済み燃料をめぐっては、実は、こち

ら佐賀の玄海原発でも、立地の玄海町長が「文献調査」

の受け入れをつい 11 日に表明、国内で稼働する数少

ない原発を抱えると共に、地域にさらに難儀が降りか

かっています。先月 15日に町議会への「請願書」の

動きが報じられてから、ひと月も経たない急展開です。 

文献調査を受け入れると最阪20億円もの「交付金」

がもらえますが、その調査にかかる費用ならともかく、

経産省によると「地域振興、公共施設整備、医療・福

祉サービス等に活用でき」る、つまりあからさまなバ

ラマキの掴みガネです。まさに「札束で頬を引っぱた

く」おぞましいやり口です。 

最初の報道からまもなく始まった反対署名がわず

か 4 日間で全国から 1 万 579 筆も集まり、また市民

有志で行った町民電話アンケートでも、回答者114人

のうち 7割強が反対、住民による「請願」などごく一

部の人に過ぎないことが分かります。そして9日には、

この数日間で動き出した「核のゴミ」問題の「九州議

員ネットワーク」は 125 人もの議員の反対署名を町

長に届けました。 

地質学は専門でない私ですが、どこを掘っても温泉

が出るような国土に、数万年も安定に貯蔵できる地層

などあるとは思えません。地中処分の方針そのものを

見直し、またそれ以前に核廃棄物「増産」の即時中止

が必要です。 

かつて阪飯原発再稼働阻止で行われた道路封鎖の

ような、祝祭性と手応えで参加者が自らをエンパワー

でき、さらにメディア露出も得られる非暴力直接行動

のような戦術も再開するなど、あらゆる方法で暴政を

止めましょう。

 



 

  

 

使用済核燃料をむつ中間貯蔵施設に搬入に反対している皆さんに北海道泊原発の地から 

岩内原発問題研究会  佐藤英行 

末期的様相を呈してきた自民党岸田内閣は、これま

で、原発政策において、原発の運転再稼働をめざして

きた。再処理の見込みが絶望的であるのにそれを見ず、

使用済み核燃料をむつ中間貯蔵施設に集めようとし

ている。地域の疲弊に刺さりこんで核ゴミ最終処分場

の設定へと猛進している。これほど無策な原子力政策

は子々孫々にわたり負荷をかけることであり、直ちに

原発の運転を止め、後に残った核燃料をどうするかを

考えるべきである。今以上の使用済み核燃料を増やし 

てはならない。 

使用済み核燃料の再処理に向けて中間貯蔵をする

ということは、見込みのない再処理にむけた使用済み

核燃料の貯蔵は、最終貯蔵になることになる。 

私たちはそれを許してはならない。見込みのない行

き当たりばったりの原子力政策は金で人心を惑わせ、

地域を破壊する政策の何物でもない。 

未来を創るのは私たちである。共に戦おう。 

 

 

使用済み核燃料搬入反対現地集会へのメッセージ 

サヨナラ原発福井ネットワーク・若泉政人 

岸田内閣が福島原発事故の教訓に向き合うことな

く、原発推進にアクセルを踏み続けていることに怒り

を覚えます。福井でも、使用済み核燃料の問題は原発

再稼働を左右するということが、一般の人たちにも認

識されるようになってきました。 

今年3月、福井県は、関西電力が県に了解を求めて

いた原発の敷地内の乾式貯蔵施設建設を了解しまし

た。しかし、その後、関西電力が野党系会派の説明会

で、中間貯蔵施設や青森県六ケ所村の再処理工場が稼

働しなかった場合、使用済み核燃料は「どこにも持っ

て行けなくなる」などと発言していたことを朝日新聞

（3/12）が報じました。これが関西電力の本音です。

また関西電力は、乾式貯蔵のため、使用済燃料が使用

済燃料プールから取り出されて空いた分を使用しな

いと説明していますが、これまでの福井県との中間貯

蔵施設建設の約束等の反故もあり、到底信用できませ

ん。県議会でも核燃料サイクル全体の破綻も指摘され

ましたが、「乾式貯蔵の安全性」という矮小化した議論

の流れもあります。 

見えにくいこの使用済み核燃料の問題を、山市隆敏

さんが主となって新聞折込みチラシにまとめ、配付す

る活動も当会で行っています。 

原発設置している福井からは、これ以上使用済核燃

料を生み出さないことを訴え、青森との連帯した動き

をとっていきます。 

 

 

下北・中間貯蔵施設の将来 

ルポライター(弘前市出身) 鎌田慧       

青森県下北半島の原子力化は、原子力船「むつ」の

受け入れからはじまった。かつての「軍港」阪湊が、

核開発の「母港」とされたのだ。「むつ」は陸奥湾から

太平洋上に出てまもなく、放射能漏れ事故を起こして

漂流。とどのつまりは、母港には帰れず、急遽開港さ

れた、専用の関根浜港に寄留したあと、廃船となった。 

その後、下北半島の六ヶ所村にウラン濃縮工場と核

燃料再処理工場とMOX工場が建設された。ウラン濃

縮工場は昨年８月、６年ぶりに運転再開されたが、５

月不具合が見つかり、また元の木阿弥、運転停止。MOX

工場の完成はほど遠い。肝心の再処理工場は、１９９

３年4月に着工したが、未だ試運転さえ成功していな

い。つまりは絶望的だ。 

そして中間貯蔵所。東電と日本原電が出資した会社

だが、「中間」は中途半端だとして「リサイクル燃料貯

蔵」を社名にした。再処理工場へ燃料を売り渡す。巨

阪な金属キャスクに最も危険な使用済み核燃料を入

れて、新潟県柏市・刈羽原発から運んでくるという。 

２０１０年操業開始が目標だったが、今年７月から

９月にかけて阪型金属容器「キャスク」で運ぶ、とい

う。最終貯蔵目標５０００トン。そのあとどうするの

か、どこへ運ぶのか。誰も知らない。「夢の増殖炉もん

じゅ」は廃炉。再処理の夢もまた夢。誰も責任を取ら

ない原子力政策のツケは、青森県にのしかかる。 

 

わが国の原子力政策は失敗、事故、約束違反の連続
もはや国も事業者は全く信頼できません!

 



 

  

 

50 年という計画もまた破られることが今の時点で明らかな約束だ 

原子力資料情報室 事務局長 松久保肇 

むつ小川原開発が六ヶ所核燃サイクル施設に変わ

ったように、原子力船むつが解役後も、核のごみの行

き場がないように、2010 年に 16～18 基で利用する

はずだったMOX燃料が4基しか使われていないよう

に、そして六ヶ所再処理工場が着工から 30年以上た

った今も完成しないように、核のごみの後始末や核燃

料サイクルはつねに計画倒れに終わってきました。 

むつのリサイクル燃料備蓄センターがリサイクル

燃料と主張している通り、使用済み燃料はすべて再処

理が前提とされています。ですが日本の原発は老朽化

が進んでいます。寿命を延ばしたところでいずれ廃炉

を迎えます。新設もコストが高すぎて出来ても数基で

しょう。リサイクルしても消費できないのです。 

リサイクル燃料備蓄センターの最阪の存在意義は、

満杯になれば運転できない原発の使用済み燃料プー

ルの空き容量を作ることです。原発を運転すれば使用

済み燃料は必ず発生します。すでにプールから搬出さ

れた燃料が優先的に再処理されることはないでしょ

う。リサイクルされるはずの使用済み燃料は宙に浮い

たまま漂い続けることになります。50 年という計画

もまた破られることが今の時点で明らかな約束だと

言えます。 

 

 

連帯メッセージ 

   さようなら柏市刈羽原発プロジェクト 小木曽茂子 

東京電力は、４月１５日東京電力は、再稼働に関す

る地元合意もないまま、柏市刈羽原発７号機に核燃料

を装填しました。先立つこと１週間前、私たち「さよ

うなら柏市刈羽原発プロジェクト」は原発に出かけ、

燃料装荷を止めるよう申し入れました。 

現在７号機の使用済みプール所蔵量は９７％であ

り、１サイクル分の空き容量がない状況です。燃料は

運んだものの、何か事が起きても対処しようがないの

です。号機間移動も計画されていますが、１～５号機

は規制基準に合格しておらず、運び込みはできないの

ではないかと質問しています。むつ市の中間貯蔵施設

への移送は、２０２４年度に1基、2025年度に2基、

2026年度に5基を運ぶ計画をリサイクル燃料貯蔵に

示し、青森県とむつ市に説明をしている、と説明して

います。 

そもそも、新潟では地元合意のない燃料搬入であり、

青森では地元との安全協定の議論もない中での計画

です。何をそんなに焦っているのか、と問いただした

くなります。 

新潟日報が 4 月に県議会議員にアンケートを行っ

たところ、53名中再稼働を認めるとした議員は3名、

認めないは 28名（５３，８％）となりました。また、

知事が県民の意思を問う方法については、県民投票で

という声が 13名と最多となっています。県民投票を

という声は、県選出の国会議員たちからも上がってお

り、実現の可能性も出てきたと考えています。使用済

み核燃料に関しては、再処理が破綻している現在、む

つ市へ運ぶ合理性は一つもなく、今こそ、立ち止まっ

て国民的議論をする必要を共に訴えていきたいと思

います。共に頑張りましょう。 

 

 

 

 

原発の延命に繋がる使用済み核燃料搬入絶対反対！！ 

浜岡原発を考える静岡ネットワーク事務局長 沖 基幸 

「ふるさと・青森を核のゴミ捨て場にさせない！」

と熱い思いで結集した皆さんに敬意を表すと共に静

岡・浜ネットよりメッセージを送ります。 

浜岡原発は菅直人元首相の要請で全停止してから

13 年。その危険性を事業者である中部電力自らも認

めています。この間、御前市市長など推進派は「再稼

働すれば金が入る」と相変わらずの原発依存体質を堅

持し続けています。その結果、市財政はひっ迫し、来

年度には交付金を貯めこんだ基金も底をつく危機的

な状況になっています。他方市民の一部には電気料金

が下がると騙され、危機意識も失すれ、「あるものは使

うべき」と再稼働を容認する声が上がる残念な状況も

あります。 

能登半島地震はこのような人達に警鐘を鳴らすも

のだと言えるのではないでしょうか。 

現在静岡では自公政権についてハッキリと自分の

意見を言う数少ない県知事が任期一年を残して辞任

し、県知事選が行われています。浜岡原発の貯蔵プー

ルが間もなく満杯で行き場がない状況に前知事は「使

用済み核燃料の処理の目途が付かなければ再稼働に

同意しない」と発言していました。危険な使用済み核

燃料をこれ以上に増やすことになる原発の再稼働を

認めることはできません。原発の延命に繋がる青森へ

の使用済み核燃料の搬入は許すことはできません。子

や孫の明るい未来の為に原発の無い社会の実現を目

指し、皆さんと共に運動を強めていきます。 



 

  

そのほか、多くのみなさんからショートメッセージをいただきました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

核燃料サイクルの現状 

中間貯蔵施設 

結局は中間貯蔵施設だけ
が原発再稼働の命綱 

「核の中間貯蔵はいらない！下北の会」からのお願いです 
◆みなさんからのインターネット署名を集めています。 

◆紙ベースの署名も集めています。 

◆活動資金カンパも募っています。 

《振込先》ゆうちょ銀行：普通預金：店名：八四八 

     口座番号：0830170  

名義 核の「中間貯蔵施設」はいらない！下北の会 

 

5/12 

デーリー東北 

 

中間貯蔵施設は 

猛毒プルトニウムを含む 

核のゴミ捨て場なんですが… 

ネット署名用    署名用紙ダウンロード 



 

集 会 宣 言 

 

 去る３月末に建設中の使用済み核燃料むつ中間貯蔵施設へ本年度第 2 四半期中にも操業を開始

する計画が事業者や親会社から示されました。 

しかし、立地協定で明記されている 50年保管後の搬出先は全くそのメドが立っていません。 

当時の住民説明会や 2005 年５月１６日開催の県議会全員協議会等において、国および東京電力

は 1994 年６月の国の原子力長期計画に示されている第二再処理工場としておりましたが、今やそ

の計画のみならず、文言すら政府のどの機関にも存在しません。 

 また、六ケ所再処理工場も当初竣工時期を 1997 年 12 月としながら、今日まで２６回延期し、

その時期はいまだに不透明で核燃サイクル構想のズサンさと無責任体質は全く信頼に値しないこ

とを国と原子力事業者自らが証明しております。 

 ましてや再処理後のプルトニウム利用計画も全く存在せず、50 年後に搬出するとの具体的根拠

は全く見当たりません。 

 使用済み核燃料は、再処理しなければ地層処分されるべき高レベル放射性廃棄物であり、多くの

原発立地自治体は、原発敷地内への長期保管はそのまま永久貯蔵となるとして乾式貯蔵を拒否して

います。私たちとしても、こうした行き場のない状態のままで本施設の稼働を認めるわけにはいき

ません。 

 今や使用済み核燃料の全量再処理はもとより核燃料サイクル事業自体が絶望的なことは誰の目

から見ても明らかです。中間貯蔵施設は核燃料サイクル事業のサイクルの一環であり、本施設だけ

が先行して操業させることはあってはならないと考えます。 

そうした意味でも少なくとも現時点で確実な搬出先を国や青森県、むつ市は安全協定に明文化す

べきであります。また、政府が核燃料サイクルや全量再処理を断念した時点では直ちに貯蔵期間内

でも撤収させることを明確にすべきです。 

使用済み核燃料収納キャスク 1基には広島型原爆 2発、長崎型原爆 13発分の放射能が詰まって

います。もし計画通り 5000 トンが搬入されるならば原爆 6300 発分に相当します。こうした核の

ゴミがむつ市に集積されることになります。ふるさとが「核のゴミ捨て場」にされた場合の怖さと

不安がますます増大するばかりです。この不安、疑念を子どもや若者に引き継ぐべきではありませ

ん。私たちの時代で終止符を打ち、次の世代には安心に生活できる美しく豊かなふるさとを引き継

ぐために全力を挙げて取り組むことを本集会で宣言するものです。 

 

2024 年５月 19日 むつ中間貯蔵・使用済み核燃料搬入反対現地集会参加者一同 

 

 

 

 


